
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号

活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八

年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
及

び
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。

（
避
難
促
進
施
設
）

第
一
条
　
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
五
号
イ
の
政
令
で
定
め
る

施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
索
道
の
停
留
場
、
車
両
の
停
車
場
又
は
船
舶
若
し

く
は
航
空
機
の
発
着
場
を
構
成
す
る
施
設
で
旅
客
の

乗
降
又
は
待
合
い
の
用
に
供
す
る
も
の

二
　
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
山
小
屋
そ
の
他
の
宿
泊
施
設

三
　
展
望
施
設
又
は
休
憩
施
設

四
　
キ
ャ
ン
プ
場
、
ス
キ
ー
場
、
植
物
園
、
動
物
園
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五
　
観
光
案
内
所
又
は
博
物
展
示
施
設

六
　
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
又
は
観
覧
場

七
　
公
会
堂
又
は
集
会
場

八
　
博
物
館
、
美
術
館
又
は
図
書
館

九
　
体
育
館
（
一
般
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。
）
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
水
泳
場
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
運
動
施
設

十
　
百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
他
の
物
品
販
売
業
を

営
む
店
舗

十
一
　
展
示
場

十
二
　
遊
技
場

十
三
　
公
衆
浴
場

十
四
　
飲
食
店
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
店
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

施
設

十
五
　
理
髪
店
、
質
屋
、
貸
衣
装
屋
、
銀
行
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
店
舗

十
六
　
自
動
車
車
庫
そ
の
他
の
自
動
車
又
は
自
転
車
の

停
留
又
は
駐
車
の
た
め
の
施
設
で
、
一
般
公
共
の
用

に
供
さ
れ
る
も
の

十
七
　
保
健
所
、
税
務
署
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公

益
上
必
要
な
施
設

２
　
法
第
六
条
第
一
項
第
五
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
施
設

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四

号
）
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児

通
所
支
援
事
業
（
児
童
発
達
支
援
又
は
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）
、
同
法
第
六
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事

業
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
子
育
て
短
期
支

援
事
業
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か
り
事

業
、
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
妊
産
婦
等
生
活
援

助
事
業
又
は
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
児
童
育
成

支
援
拠
点
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
同
法
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
（
第
五
条
第
二

号
に
お
い
て
単
に
「
児
童
福
祉
施
設
」
と
い
い
、
母

子
生
活
支
援
施
設
及
び
児
童
遊
園
を
除
く
。
）
、
同
法

第
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
、
児
童
相
談
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

二
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障

害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
（
第
五
条
第
二
号
に
お
い

て
単
に
「
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
」
と
い

う
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設

三
　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四

号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
施
設

（
第
五
条
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
保
護
施
設
」
と

い
い
、
医
療
保
護
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
を
除

く
。
）

四
　
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三

号
）
第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応

型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、

同
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設
（
第

五
条
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
老
人
福
祉
施
設
」
と

い
い
、
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
、
同
法

第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五
　
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二

十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
（
第
五
条
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
い
い
、
生
活
介
護
、
短

期
入
所
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続

支
援
又
は
共
同
生
活
援
助
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）

の
用
に
供
す
る
施
設
、
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る

障
害
者
支
援
施
設
（
第
五
条
第
二
号
に
お
い
て
単
に

「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
、
同
条
第
二
十
七

項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
同
条
第

二
十
八
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設

六
　
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
高

等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
（
高
等
課
程
を
置
く
も

の
に
限
る
。
）

七
　
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所

（
政
令
で
定
め
る
降
灰
の
量
の
程
度
）

第
二
条
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
程
度

は
、
二
回
以
上
降
灰
が
あ
る
場
合
（
連
続
す
る
二
月
の

期
間
に
お
い
て
毎
月
一
回
以
上
降
灰
が
あ
る
場
合
に
限

る
。
）
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
測
定
し
た
量
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
グ

ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
政
令
で
定
め
る
道
路
等
）

第
三
条
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
道
路

は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第

三
条
第
四
号
の
市
町
村
道
で
市
街
地
及
び
そ
の
周
辺
の

地
域
に
存
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
下
水
道
、

都
市
排
水
路
又
は
公
園
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち

市
町
村
が
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）

第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
（
下
水
を

排
除
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
排
水
管
、
排
水

き
よ渠

そ

の
他
の
排
水
施
設
及
び
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
に
限

る
。
）
、
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
又
は

都
市
排
水
路

二
　
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園
そ
の
他

の
公
園

（
降
灰
の
除
去
事
業
に
要
す
る
費
用
の
補
助
）

第
四
条
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補

助
金
の
額
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
共

下
水
道
又
は
都
市
下
水
路
に
係
る
降
灰
の
除
去
事
業
に

つ
い
て
は
当
該
除
去
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
三
分

の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
道
路
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
都
市
排
水

路
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
園
又
は
宅
地
に
係
る

降
灰
の
除
去
事
業
に
つ
い
て
は
当
該
除
去
事
業
に
要
す

る
費
用
の
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２
　
多
量
の
降
灰
に
よ
り
道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
を

生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
て
国
土
交

通
大
臣
が
指
定
し
た
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
前
条

第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
に
係
る
国
の
補
助
金
の
額

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
降
灰
の
除
去
事
業

に
要
す
る
費
用
の
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。

（
政
令
で
定
め
る
教
育
施
設
又
は
社
会
福
祉
施
設
）

第
五
条
　
法
第
二
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
教
育
施
設
又

は
社
会
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育

学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援

学
校

二
　
児
童
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施

設
（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
、
保
護

施
設
、
老
人
福
祉
施
設
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入

所
施
設
及
び
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
つ
て

は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
併
せ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
（
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移

行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）

の
用
に
供
す
る
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
又
は
困
難

な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
女
性
自
立
支
援
施
設

（
降
灰
防
除
施
設
）

第
六
条
　
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
政
令
で
定

め
る
必
要
な
施
設
（
次
条
に
お
い
て
「
降
灰
防
除
施

設
」
と
い
う
。
）
は
、
防
じ
ん
の
た
め
窓
に
設
け
ら
れ

る
戸
及
び
窓
枠
並
び
に
空
気
調
和
設
備
と
す
る
。

（
降
灰
防
除
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
補
助
）

第
七
条
　
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
金
の

額
は
、
降
灰
防
除
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
額
に

二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２
　
多
量
の
降
灰
に
よ
り
学
校
環
境
が
著
し
く
損
な
わ

れ
、
又
は
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
て
文
部

科
学
大
臣
が
指
定
し
た
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
公

立
の
義
務
教
育
諸
学
校
（
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援

学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
を
い
う
。
）
に
係
る

国
の
補
助
金
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

降
灰
防
除
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
額
に
三
分
の

二
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十

三
年
度
分
の
予
算
に
係
る
国
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

（
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）

２
　
法
附
則
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年

（
二
年
の
据
置
期
間
を
含
む
。
）
と
す
る
。

３
　
前
項
の
期
間
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式

の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十

六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準

用
さ
れ
る
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
決
定
（
以
下

「
貸
付
決
定
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
当
該
貸
付
決
定
に

係
る
法
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
金
（
以

下
「
国
の
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
完
了
し
た

日
（
そ
の
日
が
当
該
貸
付
決
定
が
あ
つ
た
日
の
属
す
る

1



年
度
の
末
日
の
前
日
以
後
の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
年
度
の
末
日
の
前
々
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
。

４
　
国
の
貸
付
金
の
償
還
は
、
均
等
年
賦
償
還
の
方
法
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

５
　
国
は
、
国
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
相
当
と
認
め
る

と
き
は
、
国
の
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
償
還
期
限
を
繰
り

上
げ
て
償
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
法
附
則
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た

場
合
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
九
月
二
六
日
政
令
第
二

八
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
八
日
政
令
第
八
九

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
精
神
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
二
月
七
日
政
令
第
三
四

七
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
二
日
政
令
第
二
八
二

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
二
七

八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
政
令
第

三
五
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
政
令
第

三
七
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
三

四
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
八
日
政
令
第
二
七

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
六
日
政
令
第
三

二
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
の
施
行

の
日
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
一
二
日
政
令
第

三
六
三
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
九
月
二
二
日
政
令
第
二

九
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
四
年
二
月
三
日
政
令
第
二
六

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
月
一
八
日
政
令
第
五

号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
一
月
二
七
日
政
令
第

三
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
九
日
政
令
第
四

〇
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
二

月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
政
令
第

四
二
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
九
日
政
令
第
六

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五

四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
四
月
七
日
政
令
第
一
六
三

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
一
六

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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